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高経年劣化した鉄筋コンクリート造建物の改修・再生 

(1)物理的耐用年数(*)＝材料，部品，設備が劣化して建物の性能が
低下することにより決定される年数 

 （実験・観測事実に基づき科学的に決定） 

(2)鉄筋コンクリート造建物の構造躯体の物理的耐用年数を決定する
劣化要因→「コンクリート中の鉄筋の発錆」 

(*)参考資料 
・日本建築学会，建築物の耐久計画に関する考え方，1988 
・日本建築学会，建築工事標準仕様書・同解説JASS5 鉄筋コンクリート工事，2015 
・(財)国土開発技術研究センター，鉄筋コンクリート造建築物の耐久性向上技術，技報堂，1986 

中性化，ひび割れの発生，塩害 

鉄筋の発錆 

鉄筋の膨張（体積約2.5倍) 
鉄筋の断面欠損 

コンクリートの剥離・剥落 

構造耐力の低下 

構造耐力の低下 

写真は，岩田ら，築７５年
余りを経過した豊後森機
関庫の調査報告（その１ 
外観調査結果），日本建
築学会九州支部研究報
告，第50号，構造系，
2011.3より引用 



構造耐力の低下 

(3)構造躯体の経年劣化を回復する技術 
・外壁・躯体劣化が軽度の場合は，ひび割れたコンクリートの補修で対応 

・劣化が内部に進行した場合は，コンクリートの中性化抑制，腐食鉄筋の補修が必要 

・中性化が重度に至った場合は，電気化学的防食工法（再アルカリ化工法，電気防食工法
等）により補修が可能 

 

（当該スライドは，国土交通省，持続可能社会における既存共同住宅ストックの再生に向けた勉強会，別紙2「共同住
宅ストック再生のための技術の概要（耐久性・耐用性）」を引用し作成） 



構造耐力の低下 

(4)高経年劣化した建物の改修・再生した事例 
（築後約80年の共同住宅を再生した事例） 

（当該スライドは，国土交通省，持続可能社会における既存共同住宅ストックの再生に向けた勉強会，別紙2「共同住
宅ストック再生のための技術の概要（耐久性・耐用性）」を引用し作成） 



構造耐力の低下 

(4)高経年劣化した建物の改修・再生した事例 
（築後約80年の共同住宅を再生した事例） 

（当該スライドは，国土交通省，持続可能社会における既存共同住宅ストックの再生に向けた勉強会，別紙2「共同住
宅ストック再生のための技術の概要（耐久性・耐用性）」を引用し作成） 



構造耐力の低下 

（当該スライドは，文部科学省， 学校施設の長寿命化改修に係る手引作成検討会，「学校施設の長寿命化改修の手
引～学校のリニューアルで子供と地域を元気に！～」」を引用し作成） 

(*)長寿命化改修では，耐久性を高める工事を行うと同時に，建物の
性能・機能（耐震性能，設備，利便性，バリアフリー化等）を向上さ
せる工事も行う。 

(5)長寿命化改修の適否の検討 

長寿命化改修(*)は，改築した場合と同程度の性能水準（耐震性
能の向上，耐久性（物理的耐用年数）の向上を含む）を目指すも
ので，その適否は，(a)，(b)の費用を比較し判断する。 

（a)「長寿命化改修にかかる費用」＋「長寿命化改修後の
建物の維持にかかる費用」 

（b)「改築にかかる費用」＋「改築後の建物の維持にかか
る費用」 

 


